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263 　99mTc標識化合物の内部被曝線量
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「目的1　近年・核医学におけるin　viv・検査におい

ては99mTc標識化合物が多く使用されており，数年

前と比較すると内部被曝線量はだいぶ軽減されるよう

になってきている。しかし・反面，検査の機会は増加

の傾向にあり’この意味から，被曝線量の正確な推定

は重要な事の一・一つである。我々はMIRD法を日本人

に適用する補正を行い・又R1を投与した患者の実測

値から体内分布を求めることにより・電算機を用いて

各臓器の被曝線量を求める方法を開発したので・その

方法と数種の99mTc標識化合物についての計算値を報

告する。

1方法｜　内部被曝の計算式は，現在までにいくつか

の方法か提唱されているが・核医学においてはMIRD

法か最も…般的に用いられている。この計算には生物

的データと物理的デ・一タが必要であり・物理的データ

は70Kgの米国標準人についてはパンフレットの表の

値を厳密に適用できるか・我々が日常検査している一

般的日本人にそのまま用いるにはいくぶん問題がある。

そこで・これについては放医研山口氏らの方法（体

重や胴の大きさで表の値を補正する。）で補正して用

いた。又生物的データは当院にある全身スキャナーの

E下の検出器からのカウントを加え合わせ，インター

フェイスを介して64×64のメモリーを持つ核医学専

用のミニコンCDS－4096に入力し・これに付属して

いるCRTとライトペンから各臓器の放射能を測定し・

これを時間をおいて何回か施行することから求めた。

これらのデータがあれば・各臓器の内部被曝線量が計

算できるが，結果を得るには計算を何回も行なわなけ

ればならず，手計算で行なうにはかなりの労力を必要

とする。そこでプログラムを作り，この計算をコンピ

ュー ターで処理．できるようにした。

「結果および考察〕　今回測定したのは比較的最近に

なり使用されはじめた99mTc標識化合物の一phytate

（2・rnc　i投与で肝に0．5ラッド．脾に0．7）・－M．A．A．

（2mciで肺に0．9），－D．M．S．（2mciで腎に1．14）

－ D．P．（10mciで骨にO．・2）の4種であるが，我々が

用いた生物的データの求め方と，計算に際してのコン

ビa一タ化により，今後，新しい医薬品の開発に伴い・

各臓器の被曝線量を求めたい時，容易にこれを算出す

ることが可能である。
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の評価にあたつては、被汚染者の体内臓器の重量を、

何らかの仮定にもとついて推定しなければならない。

MIRD委員会による線量計算法は、体重約”㎏のプ

アントムについて詳細な数値実験値を与えているが、

これを個々の被汚染者の場合に応用するためにも、臓

器重量を合理的に推定できることが望まれる。演者ら

は、身重・体重などの身体計測値によつて、各臓器重

量を推定できる可能性について検討を加えた。

　東京都監察医務院は、年間約2，000体の行政・司法

解剖を行なつている。演者らは、昭和4S年度からS／年

度までの7年間に解剖された約！3，000体に関する記録

の中から、20才以上79才以下の急性心不全および心筋

梗塞による男子死亡例約！，ooo例を抽出し、年令・身

長・体重ts　xび各臓器重量（左右肺・肝・脾・膵・左

右腎・甲状腺・左右畢丸）のデータにもとついて、統

計的解析を行なつた。計算には、東京大学大型計算機

センターHITAC880q／8700システムを利用した。

　臓器重量の統計的分布型について検討した結果、ど

の年令層についても、脾臓および甲状腺は、正規分布

よりもむしろ対数正規分布に適合性を示した。また、

臓器重量については、右肺は左肺より！S－－n％重く、

右腎は左腎より7．4～9．　6％軽かつた。

　つぎに、各臓器重量と身長bよび体重との重相関分

析を行ない、これらの身体計測値を説明変数とし、臓

器重量を目的変数とする重回帰式を導き、重相関係数

を求めた。例として、30才代における肝・膵・腎・甲

状腺および畢丸重量についての解析結果の一部を表に

示す。

　　　　表．　30才代の解析結果

　　　　身長H：！67．9±6．2CIn
　　　｛
　　　　体重w：6／．7士8．6tp

　臓器　　重量（9）　　　　重回帰式　　　重相関係数

　肝臓

　膵臓

　　左腎臓｛

　　右
　甲状腺

　　左
畢丸｛

　　右

！7！3士330　　23．4SW十5．08H－一　S53

！50士　37　　2．42W十〇．39H－　48

！79±29　－o．050W十！．30H－32

！67±27　0．370W十乙ノ7H－49

22±　6　　0．047W十〇．3！6H－33

20±　4　　0．036W十〇．！74H－〃

20　土5　　0．〃OW十〇．ノ00　H一ん5

0．70

0．6！

0．27

0．35

0．35

0．3！

0．29

Presented by Medical*Online


	0803



